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５月号 
令和 5年 5月 25日発行 

 新開中部シニアクラブ長寿会で木曽警察署による「特殊詐欺被害防止講座」が開催されました。

今回行われた講座では、複雑化する特殊詐欺の手口の紹介や防犯対策の寸劇を収めた DVD の鑑

賞、自分にできる防犯対策をみんなで共有し犯罪に巻き込まれないようにするための方法等を教

わりました。参加された皆さんは、真剣にお話を聞いておられとても参考になったようです。 

 今回、シニアクラブからの相談を受け、講座の企画と講師の調整をお手伝いさせていただきま

したが、地域の皆さんが安心して生活できるように、今後も団体やサロン、地域の皆さんと連携

をとりながら他の地区でも開催していけたらと思います。講座の開催等のご要望がありましたら、

木曽町社会福祉協議会までお問い合わせください。 

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいています。 

 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ５年６月１４日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 （木曽町福島５８０８－３） 

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（開田地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。 

法律に関する相談を希望される方は、６月１３日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。 

 

 

お申し込みは 

木曽町社協 

☎26-1116まで 

新型コロナウイルスの感染拡大により、集う事が制限されたり、人と顔を合わせる事さえも躊躇する数

年間でした。顔を合わせて集う事が目的のサロン活動は、活動が出来なくなってお休みされたり、回数

を減らしたりと大きな影響を受けてきましたが、コロナもひと段落した今、サロン活動も活発に行われ

てきています。 

サロンに参加することで顔の見える関係づくりができ、地域のつながりを深め、気にかけ合う関係作り

が出来ます。コロナがあったからこそ、集う事の大切さや人とのつながりの大切さを再認識できるきっ

かけにもなりました。 

デイサービスセンターひまわりでは、施設で使用するため「カット布」のご寄付を 

募集します。皆様のご協力をお願いいたします。 

◇お問い合わせ◇ 

木曽町社会福祉協議会 木曽福島支所（福島川西） 

電話０２６４-２４-３７７７ 担当：鈴木 

「カット布」のご寄付を 募集します 

◇ご寄付いただきたい布等◇ 

   ご家庭で不要になったシーツやタオルで 

 カットしていなくても大丈夫です！ 

▲軽体操 ▲バスに乗っておもちゃ美術館へ 

30 ㎝×30 ㎝ にカットしたもの 

▲茶話会 

▲お花見 

必要に応じて、引き続き感染予防

に気を配りながら活動していた

だけると皆さんが安心して参加

できるかと思います。 

 

皆さんのサロンに 

社協もぜひ 

お邪魔させてください！ 

▲パン作り教室 


